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平成25年度 事業計画における重点事項 

１．医療機関の需要に応じた献血者の確保 

２．供給体制の強化 

３．輸血用血液製剤の安全性の向上 

 効率的な献血者の受入れ 

 若年層献血者の確保 

 献血受入体制の充実 

 迅速な供給体制の構築 

 核酸増幅検査（ＮＡＴ）の精度向上 

「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律」
等の関係法令を遵守した適正かつ確実な事業運営を
行い、国民の負託に応えることを使命とする。 
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（１）献血者数及び献血量の実績 
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１．献血者の確保 
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※ 年代別献血者層の推移 
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（２）献血者の確保対策 

 ①若年層を対象とした対策 
  ・ＳＮＳ、ラジオ番組、若者向け雑誌等を用いた広報の 
   実施 
  ・小中学生向け「献血セミナー」・「体験学習」等の実施 
  ・学生ボランティア組織との連携 

血液センターにおける体験学習 全国学生献血推進代表者会議 5 



 ②年齢層に応じた対策 
  ・献血ルーム内キッズスペースの設置 
  ・献血協賛企業への登録促進 

 ③複数回協力者の確保 
  ・複数回献血クラブへの加入促進 

キッズスペース 
弘前献血ルーム CoCoSA（青森） 

（３）献血環境の整備 

問診用タッチパネル 献血ルーム西海 （長崎） 

6 
献血ルームピース （広島） 



 核酸増幅検査（NAT)は、これまで20検体をまとめて検査
していたが、これを１検体ずつ検査することとし、平成26年
８月までに新たな検査システムを全国８カ所に導入するた
めの準備を実施。 

２．安全対策 

北海道ブロック血液センター 

東北ブロック血液センター 

関東甲信越ブロック血液センター 

関東甲信越ブロック血液センター 
埼玉製造所 

東海北陸ブロック血液センター 

近畿ブロック血液センター 

中四国ブロック血液センター 

九州ブロック血液センター 

7 検査実施施設 （平成26年４月１日現在） 



（１）．輸血用血液製剤の供給実績 
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（万本） 

赤血球製剤 
（全血製剤含む） 

1,794 1,847 1,872 1,886 1,887 

血漿製剤 

血小板製剤 

対前年度比 104.0％ 103.0％ 101.3％ 100.7％ 100.1％ 

 ※ 200mL単位換算 

３．輸血用血液製剤の供給 
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宮城・福島 

愛知・岐阜 宮崎・鹿児島 

福岡・佐賀 

東京・埼玉 

福井・滋賀 
山口・島根 

大分・福岡 

○県境を越えた血液製剤の供給 
     新たに４カ所の地域で県境を越えた 
      供給業務を開始。 

○新たな施設での供給業務開始 
   新たに設置した５カ所の供給出張所で 
    供給業務を開始。 

（２）供給体制の整備 

鴨川供給出張所（千葉） 

県境を越えた供給の実施地域 （平成26年４月１日現在） 9 



ヘリコプターによる血液搬送（平成26年２月17日） 

 平成26年２月の大雪により交通網が途絶した際には、 
 ヘリコプターを用いた血液搬送を実施。 

（参考）危機管理・災害対応 
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４．血漿分画製剤の販売実績 
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クロスエイトＭＣ 
（クロスエイトＭ含む） 

64.7 
62.1 59.9 59.2 

日赤ポリグロビンＮ 

赤十字アルブミン 

61.9 

※日赤ポリグロビンＮ注５％は、2.5g/50mL換算 
   クロスエイトＭＣ／Ｍは、1,000単位換算 
   赤十字アルブミンは、25％50mL換算 
※抗HBｓ人免疫グロブリンは販売量が少量のためグラフ上に表示されません。 

日赤ポリグロビンＮ 

血漿分画製剤の国内自給率 
アルブミン製剤   57.6％ 
グロブリン製剤   95.8％  

クロスエイトＭＣ 

赤十字アルブミン 
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５．原料血漿の配分 
 「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律」
に定められた需給計画に基づき、国内製薬会社３社（一
般社団法人 日本血液製剤機構、一般財団法人 化学及
血清療法研究所、日本製薬株式会社）へ92万Ｌの原料
血漿を配分。 

 事業の効率化に向けて「血液事業情報システム」や
「製剤自動化機器」を導入するための環境整備等の準
備を実施。 

６．事業運営体制の充実 
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７．その他 

（１）造血幹細胞提供支援機関とさい帯血バンク事業 

 国内唯一の「造血幹細胞提供支援機関」として指定を
受け、骨髄データセンター業務、移植用臍帯血の品質
向上に向けた協力、事業普及活動等を実施。 

 北海道、関東甲信越、近畿、九州の各ブロック血液セ
ンターに設置されている「日本赤十字社さい帯血バン
ク」について、臍帯血供給事業の許可申請を国に提出
し、平成26年４月１日から許可を受けた事業者として事
業を運営。 
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（２）医療用ｉＰＳ細胞ストック構築への協力 

 京都大学ｉＰＳ研究所の依頼に基づき、医療用ｉＰＳ細胞
ストック構築に向けて、拒絶反応が起きにくいＨＬＡ型の組
み合わせを持つ献血者に協力呼びかけを実施。 

協力イメージ 
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（億円） 

                      平成24年度        平成25年度      増減率 

 収益的収入合計     1,656億円    →  1,674億円      1.1％  

1,674億円  1,656億円 

その他事業収益 
［  1.88億円   → 1.82億円］ △3.2％     

分画製剤供給収益 
［   91億円   →   90億円］  △1.1％ 

輸血用血液製剤供給収益 
［1,440億円  →  1,442億円］   0.1％ 
 

事業外収益 
［    28億円   →    32億円］   14.3％ 
関連事業収益 
［  12.5億円   →  12.6億円］   0.8％ 
特別利益 
［  0.015億円  →  0.017億円］  13.3％      

原料血漿供給収益 
［   81億円    →    94億円］    16.0％ 

８．血液事業特別会計収益的収入のあらまし 
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９．血液事業特別会計収益的支出のあらまし  
（億円） 

人件費 
［  661億円    →     677億円］        2.4％ 

材料費 
［  432億円    →     426億円］    △ 1.4％ 

その他供給原価 
［   32億円    →      83億円］      159.4％ 

事業外費用    
［  42.5億円     →    42.2億円］    △0.7％ 
関連事業費用  
［   13億円     →      10億円]    △23.1％ 
特別損失        
［   25億円     →      12億円］    △52.0％ 
 

経 費 
［ 525億円    →    510億円］    △ 2.9％ 
 

                

                          平成24年度           平成25年度        増減率 

  収益的支出合計       1,734億円     →    1,766億円         1.8％ 
  収 支 差 引 額         △77億円     →    △91億円   
             

 1,734億円  1,766億円 
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借入金等償還 
８億円 

固定資産支出 
９６億円 

１０４億円 

補助金等 
１億円 

自己資金 
１０３億円 

１０４億円 

資本的支出 

10．血液事業特別会計資本的収支のあらまし 

内 容 金 額 

血液センター、献血ルーム、供給出張所の施設整備等 ４５億円 

成分採血装置、血液保管庫などの整備 ２０億円 

移動採血車、献血運搬車などの車両整備等 １１億円 

血液事業情報システム等 ２０億円 

借入金等の償還 ８億円 

【収入】 【支出】 

長野県赤十字血液センター 

埼玉県赤十字血液センター 
鴻巣献血ルーム 
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（単位：億円） 

広域事業運営体制  

・ブロック血液センター建築 
・地域血液センター用地取得・更新建築 

・血液事業情報システム構築 
・製剤自動化機器の導入 
・個別ＮＡＴ用機器の導入 
・地域血液センター用地取得・更新建築 

実  績 見  込 

11．収益的収支・資本的支出・減価償却費の推移見込み 
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